
「 みどり と 生き 物」の学習コンテンツと は

埼玉県内の小学生に対して「 みどり と 生き 物」に関する学習を 推進するため、

小学校で活用し やすい、 動 画学習コ ン テ ン ツ を 公開し て い ま す 。

次代を 担う 子 供たち が「 みど り と 生き 物」 を 大切に思う 気持ち を 育み、

埼玉の豊かな自然を 未来に引き 継ぐこ と を目的と し た学習教材です。

環境問題とＳＤＧｓ

Ӡ 動画はこち ら から

「 SDGs」とは・・・
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・ SDGs とは「 持続可能な開発目標」 の略称。

  地球全体で問題を解決しようと、世界各国で一緒に

  取り 組むべき
1 7 の目標のことを指します。

・「 エネルギーをみんなに そしてクリーンに」（ 7 番）

  「 気候変動に具体的な対策を」（ 1 3 番）

  「 海の豊かさを守ろう 」（ 1 4 番）

  「 陸の豊かさ も守ろう 」（ 15 番）などの

  環境に関わる課題が多く 盛り 込まれています。

地球が抱えている環境問題にはどんなものがあるでしょう か？
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「 み ど り と 生 き 物 」の 学 習コ ン テ ン ツ 　 想 定 単 元 : 5 年 生 社 会  わ た し た ち の 生 活 と 環 境
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地球平均気温が４.5°C上昇すると

21世紀末までに生物種の５０% が

絶滅するという予測も！！
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埼玉県では、ふるさと埼玉のすぐ れた自然や

歴史的環境を残すため、県民や企業から 寄附金を集め

「 緑のト ラスト 保全地」 として取得し 、守っています。

県内には
1 4 か所の保全地があり 、

ボランティ アのみなさんに支えられています。
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◀  埼玉版
SDGs 推進アプリ

　『 S3 』 ダウンロード
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◀  緑のト ラスト 協会

　  公式ホームページ

「 緑のト ラスト 保全地」
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Ӡ 動画 はこ ち ら から

「 食物連鎖と 生態系」と は・・・

し ょ く も つ れ ん さ
せ い た い け い

・ 生き物の間には、「 食べる」 「 食べられる 」と いった
  関係など 、 生態系と 呼ばれる 繋がり があり ます。
  草食動物は森の草や木の実を 食べ、その草食動物を
  食べる 肉食動物がい ます。 ま た 、肉食動物も 、
 よ り 体が大き な 肉食動物に 食べら れてし まう
　こ と があり ます。

い

か ん

そ う

た

から だ お お

に く どう ぶ つ
し ょ く

に く ど う ぶ つ た

どう が

しょ くから だ

にく どう ぶ つ
し ょ く

し ょく どう ぶ つ も り く さ き み
た

そう しょ く ど う ぶ つ

け い
せ い た い け い よ

つ な

も の あい だ
た

た

食物 連鎖 の 流れを 考えて みよう !
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外来種が生態系を 崩すこと がある のはな ぜかな？
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日本の野生動植物のおよそ 3 割が絶滅の危機に瀕しています。

2 0 1 7 年に環境省が絶滅危惧種と 評価し た種は3 ,77 2 種となりまし た。
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絶滅が危惧さ れてい る 種 類がわかる「 レッド データブッ ク」
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日本に生息・ 生育し ている動植物の中で、絶滅のおそれがある種をリスト にまと めた本です。
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「 み ど り と 生き 物 」の 学 習 コ ン テ ン ツ 　 想 定 単 元 : ６ 年 生 理 科  生 き 物 の 暮 ら し と 環 境
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Ӡ 動画 はこち ら から

「 見沼田んぼ」 と は・・・
み

ぬ ま た

・ 見沼た ん ぼは 東京から 2 0 ～3 0 キ ロ 圏に

   位置し 、 芝川や見沼代用水が流れる 広大な

   緑豊か な 空間で 、 多様な 湿 地の動植 物が

   生息し てい ます 。

・ 見沼田んぼは  約3 0 0 年前に 見沼代用水と

   呼ば れる 用水 路を つく り 、 利根川から 水を

　 ひ い た こ と で 、 豊かに なり まし た 。
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水辺にはどんな 植物・ 生き 物が住んでいるか調べてみよう！
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見沼代用水について学ぼう！
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2 0 2 0 年 3 羽 飛 来 し ま し た

見沼代用水は、今から 約 3 0 0 年前、井沢 弥惣兵衛と いう 人が中心と なり 、大勢の農民たちと

協力し てわずか５ ヶ 月で水路を 作り 上げまし た 。 その水路を 用いて 見沼た め井を水田化し 、

「 見沼田んぼ」 が作ら れ、 たく さ んのお 米が収穫できるよう に なり まし た 。

見沼通 船堀は、 たく さ ん 収 穫し た お 米を 江戸 へ運ぶ役 割を

担っ て い まし た 。 ま た 、 見 沼代 用水 に 接する 林は

「 緑のト ラ スト 保全地」 とし て守り 続け ら れてい ます。
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N PO 法人水のフォルムは、 見沼田んぼでの伝統農法による

米づく りに取り組んでいます。
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「 みど り と 生き 物 」の 学 習コ ン テ ン ツ 　 想 定 単 元 : ４ 年 生 社 会  特 色 の あ る 地 域 と 人 々 の く ら し
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さつまいもやニンジンなどが豊かに育つようになったのは、なぜでしょうか?
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三富新田の平地林を使った伝統的な農法を学ぼう !
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平 地 林 は 畑 の 乾 燥 を 防 ぎ 、

落 ち 葉 を 供 給し て い ま す

林 に 棲 む ミ ミ ズ な ど が

落 ち 葉 を 堆 肥 へ 分 解 し ま す
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「 みど り と 生き 物 」の学 習 コ ン テ ン ツ 　 想 定 単 元 : 5 年 生 社 会  わ た し た ち の 生 活 と 環 境
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・ 三 富 と は 、 三 芳 町 の 上 富 地 区 、所 沢 市 の

　 中 富 ・ 下 富 地 区 を 中 心 と し た 江 戸 時 代 に

　 開 拓 さ れ た 地 域 で す。

・ コ ナラ 、 ク ヌ ギ な ど 、 人 が 植 え た 雑 木 林 の

　 機能を 活用し た 伝 統 的な 落ち 葉堆 肥 農法 が

　 行 わ れ て お り 、 景 観 や 生 物 の 多 様 性 が

　 育ま れ て い ま す。
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日本農業遺産に認定されています。
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◀ 埼玉みどり のポータルサイト

　 学習コ ンテンツページ
埼玉県マスコット

コ バト ン & さ いたまっち

みどり や生き物を守るために
必要なこ と を動画を
　 　 　 　     通し て学びます！

動画を見ながら 補助教材で
学びを深めら れます！

ワーク シート を活用し て
より 理解を深めます！

ぜひ 学校の授業や
家庭学習で活用してく ださ い！



「 みどり と 生き 物」の学習コ ンテンツ動画一覧

❶狭山丘陵の自然 想定単元： ５ 年生社会 わたし たちの生活と 環境 など

想定単元： ５ 年生社会 わたし たちの生活と 環境 など

想定単元： ４ 年生社会 特色ある地域と 人々のく らし  など

想定単元： ５ 年生社会 わたし たちの生活と 環境 など

想定単元： ６ 年生理科 生き 物の暮ら し と 環境 など

❷三富新田の平地林

❸見沼田んぼの水辺と 自然

❹食物連鎖と 生態系

❺環境問題と SD Gs

貴重なみどり と 生き物の宝庫である狭山丘陵で、森林には様々な機能が

あるこ と 、 放っ ておいては守れないこ と 、 保全活動等を行っ ている

人々がいるこ と を知り 、 守るためにはどう し たら いいのか考えます。

広大で緑豊かな空間の見沼田んぼはど う し て生ま れたのかな？

見沼田んぼの歴史を 辿り 、 生き 物がすみやすい水辺と 自然を

守り 続けるためにはど う すればいいか、一緒に考えていき ま す。

今、 地球が抱え て いる 環境問題と SD Gs と いう 地球全体で

取り 組むべき 目標に つ い て 学び 、 未来のた めに私た ち が

でき るこ と を 考えます。

最初は作物があまり と れなかっ た三富新田が、 なぜ肥沃な大地と し て

生まれ変わっ たのか、伝統的農法の知恵について知るこ と を通じ 、

平地林等と 人間の営みと の関係性について学びます。

食物連鎖や、 様々なみどり や生き物のつながり により 構築さ れる

生態系について学ぶと と も に、 外来種や絶滅危惧種等、 自然界や

生態系に迫る危機について考えます。

埼玉大学教育学部附属小学校５ 年生対象の体験授業の様子

・「 動画でわかり やすく 、 身近な自然について学ぶこ と ができ た。」

・「 単元の内容を生かし て発展的に学ぶこ と ができ た。」

・「 教科書だけでは学べない埼玉の特徴のある自然について知るき っ かけになっ た。」

・「 こ の授業を 通し て地球のために森林を未来に残し たいと 思っ た。」

先生・ 児童から の感想


